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施
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基
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報

・2022年10月に「いちご一会とちぎ国体」及び「いちご一会とちぎ大会」が開催された。
・新型コロナウイルス感染症の感染予防について段階的に行動制限が緩和された。
・市議会において体験型宿泊施設(あきやま学寮等、蓬山ログビレッジ、根古屋森林
公園)の利便性向上を図る環境整備、遊具の点検状況、「奥佐野」における事業や観
光資源の今後の活用についての質問があった。
・令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症が５類に変更された。

・おもてなしの心をもって、観光客へ観光
情報の提供や観光スポットの案内をす
る。 
・外国人旅行者への理解を深める。

・おもてなしの心で観光客と接し、誘客
とリピート率の向上を図る。 
・旅行者のニーズに対応した産品の開
発やサービスを提供する。 
・行政と積極的に連携する。

・観光施設の整備に努める。 
・観光スポットへのアクセス等の利便
性の向上に努める。 
・観光ルートを設定する。 
・観光情報を拡充し、観光客の利便性
の向上を図る。 

・観光客が、安全に安心して観光施設を利用できるよう適切な維持管理に努め、施設の老朽化
に伴う改修工事及び修繕等に取り組んだ。引き続き施設の老朽化に対応するため、計画的な修
繕等を実施する必要がある。
・新しい観光資源の開発と整備に関する取り組みとして、県や近隣市町と連携したサイクリング
ルートを設定した。
・利便性の高い観光施設の整備・維持管理に関する取り組みとして、市有観光施設等の改修工
事を計画的に実施した。また、国際化対応観光案内看板を２箇所設置したが、観光案内看板に
ついては、老朽化しているものが多数あり改修が必要である。
・宿泊、体験型観光の推進に関する取り組みとして、体験型宿泊施設の宿泊者数は前年度比
39.6％増となったが、コロナ以前の数値を大幅に下回っている状況である。体験メニューについ
ても指定管理者と検討したが、体験メニュー実施に係る人員の配置等の関係により、メニュー数
を増やすには至っていない。
・「魅力ある観光資源の開発と整備」部分の令和５年度決算額は、約6,952万円で、令和４年度決
算額6,778万円に対し174万円増加した。主な要因としては林道作原沢入線展望台等整備、観光
施設改修、蓬莱山野外休憩施設解体に関する支出の増加によるものである。

【令和６年度で解決する課題】
・あきやま学寮等の管理や運営、再整備等について、今後の方
針の決定

【令和７年度以降にも引き継がれる課題】
①近隣市町との連携による新たな観光資源の開発及び観光ルー
トの開発
②特産品・名産品等の観光資源化
③安全で安心して快適に利用できる観光施設の維持管理
④観光案内看板の整備
⑤体験型宿泊施設の効果的なPR及び体験メニューの充実

【令和７年度重点課題】
⑥みどり市と連携した林道作原沢入線の観光活用

①観光協会や近隣市町と連携し、観光の回廊化を図ることが
できる新たな観光資源及び観光ルートを検討するための協議
会を設置する。
②地域DMOを中心とし、企業や学生等との連携による新たな
特産品・名産品等の開発を行う。
③観光客が安全安心に利用できるように、観光施設の計画的
な修繕や改修等を実施する。また、今後の施設のあり方につ
いて、民間活力の活用を含めた検討を行う。
④老朽化した観光案内看板の改修に併せ、国際化対応看板
化していく。
⑤それぞれの体験型宿泊施設の特徴を活かした体験メニュー
の再構築をし、内容の充実を図るとともに効果的なPRを行う。
⑥みどり市と周遊観光の推進に係る協議会を設立し、観光誘
客のための周遊コースやイベント等を企画、実施する。
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施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

観光推進課

川田　泰

施策の目的
「対　象」

①観光資源（観光スポット、自然、特産品、観光
企画商品） 
②市有観光施設

① 開発・整備した観光資源数 箇所

② 市有観光施設等改修箇所数 箇所

③
成果指標の
取得方法

④

①
観光ルート以外の新た
な観光資源数

社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

・みどり市と連携し、林道作原沢入線を活用した観光ルートの整備を図るため、具体的な調査を
実施する。
・観光施設の整備方針に基づき、安全に安心して利用できる観光施設の環境整備について、ＰＰ
Ｐ／ＰＦＩ手法導入を検討しながら実施する。
・観光協会や近隣市町と連携し、新たな観光資源及び自転車活用を含めた観光ルートの開発
（観光回廊の開発）に取り組む。
・特産品・名産品のほか、商標登録を出願している天明鋳物を観光資源として磨き上げ、観光Ｐ
Ｒに活用する。
・様々な観光施設との連携や施設利用者からのアンケートにより利用者ニーズを把握し、魅力あ
る体験メニューの充実に努める。
・効果的な場所に国際化対応観光案内看板を設置するとともに、既存観光案内看板を国際化に
対応したものに改修する。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・展望台等整備に係る概略設計を実施した。（林道作原沢入線展望台等整備事業）
・安全、安心して利用できる観光施設の環境整備として、観光施設の改修工事を実施した。（観光
施設改修事業）
・県や近隣市町と連携したサイクリングルートを設定した。（観光資源開発推進事業）
・佐野駅自由通路において天明鋳物の風鈴を設置し、観光PRを実施した。また、都庁で佐野市の
観光PRのため、特産品や名産品のほか天明鋳物製品の展示や販売を実施した。（観光推進事
業、観光キャラバン事業）
・指定管理者と検討し、施設利用者からのアンケート等からニーズを把握に務めたが、人の配置
等の関係から体験メニューの充実には至らなかった。（体験型観光企画調整事業）
・新たに市内観光施設内に、国際化対応観光案内看板を２箇所設置した。（観光推進事業）

【施策・基本事業の成果指標達成状況】
・新しい観光資源の開発と整備については、県や近隣市町と連携し、新たなサイクリングルートを
設定した。（観光資源開発推進事業）
・利便性の高い観光施設の整備・維持管理については、老朽化している市有観光施設の改修を
適切かつ計画的に実施した。（観光施設改修事業）
・宿泊、体験型観光の推進については、体験型宿泊施設の宿泊者数は、前年度よりも増加した
が、コロナ前の数値には戻っていない。また、体験メニュー数を増加させることはできなかった。
（あきやま学寮等指定管理事業、根古屋森林公園指定管理事業、蓬山ログビレッジ指定管理事
業、体験型観光企画調整事業）
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３．施策の目標達成度評価
令和５年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

目標 目標

実績 93 94 実績

目標 80 81 82 83 目標

実績 33 33 実績

目標 41 42 42 42 目標

実績 2,879 4,019 実績

目標 9,000 9,100 9,200 9,300 目標

実績 実績

目標 目標

実績 13 15 実績 2 2

目標 17 17 18 18 目標 2 2 2 2

実績 0 1 実績 12 13

目標 1 1 1 1 目標 7 7 7 7

箇所 ①
体験型宿泊施設の
修繕箇所数

箇所
実績 2 0 実績 4 5

R6 R7

目標 3 2 3 2 目標 10 12 14 16

実績

基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 R4 R5

観光推進課資料

実績 観光推進課資料

目標

実績 12 13

目標

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7

目標 4 3 4 3①新たな観光資源を発掘・整備を行う。 
②時代のニーズに合った適切な維持管理がされ
ている。

実績 2 7

目標 7 7 7 7

施策関係課 広報ブランド推進課、市民生活課、産業政策課、農政課、農山村振興課、文化推進課、スポーツ推進課、文化財課

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 R4 R5 R6 R7

成果指標
設定の考え方

①適切に開発・整備した観光スポットを把握す
ることにより、観光資源に係る各種事業の成果
向上が期待できるため、指標として採用した。 
②計画通り修繕を行えば、観光施設等が適切
に維持管理出来ていると考えられるため、指標
として採用した。

施策の目的
「意　図」

観光スポット数 箇所 134 135

市有観光施設数 箇所 14 14

基本目標名 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり
政　策　名 1 観光とコンベンションによる賑わいと活力あるまちづくり
施　策　名 2 魅力ある観光資源の開発と整備

令和６年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和５年度実績に基づく評価） 作成日 令和 6 年 7 月 30 日


